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議案第１９号

長久手市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の

一部を改正する条例について

長久手市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正

する条例を別紙のとおり定めるものとする。

令和７年２月２０日提出

長久手市長 佐藤有美

説 明

この案を提出するのは、消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する法律

施行令の一部改正に伴い、長久手市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に

関する条例の一部を改正するため必要があるからである。
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別紙

長久手市条例第 号

長久手市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を

改正する条例

長久手市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例（昭和３９年

長久手村条例第１７号）の一部を次のように改正する。

改正後 改正前

別表 退職報償金支給額表（第２条関

係）

別表 退職報償金支給額表（第２条関

係）

（単位 円） （単位 円）

【別記1 参照】 【別記1 参照】
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【別記1】

改正後

階級 勤務年数

５年以上

１０年未

満

１０年以

上１５年

未満

１５年以

上２０年

未満

２０年以

上２５年

未満

２５年以

上３０年

未満

３０年以

上３５年

未満

３５年以

上

団長 ２３万９，

０００

３４万

４，００

０

４５万

９，００

０

５９万

４，００

０

７７万

９，００

０

９７万

９，００

０

１０７万

９，００

０

副団長 ２２万９，

０００

３２万

９，００

０

４２万

９，００

０

５３万

４，００

０

７０万

９，００

０

９０万

９，００

０

１００万

９，００

０

分団長 ２１万９，

０００

３１万

８，００

０

４１万

３，００

０

５１万

３，００

０

６５万

９，００

０

８４万

９，００

０

９４万

９，００

０

副分団長 ２１万４，

０００

３０万

３，００

０

３８万

８，００

０

４７万

８，００

０

６２万

４，００

０

８０万

９，００

０

９０万

９，００

０

部長及び

班長

２０万４，

０００

２８万

３，００

０

３５万

８，００

０

４３万

８，００

０

５６万

４，００

０

７３万

４，００

０

８３万

４，００

０

団員 ２０万 ２６万

４，００

０

３３万

４，００

０

４０万

９，００

０

５１万

９，００

０

６８万

９，００

０

７８万

９，００

０
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改正前

附 則

（施行期日）

１ この条例は、令和７年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例による改正後の長久手市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給

に関する条例別表の規定は、令和７年４月１日以後に退職した非常勤消防団

員について適用し、同日前に退職した非常勤消防団員については、なお従前

の例による。

階級 勤務年数

５年以上

１０年未

満

１０年以

上１５年

未満

１５年以

上２０年

未満

２０年以

上２５年

未満

２５年以

上３０年

未満

３０年以

上

団長 ２３万９，

０００

３４万４，

０００

４５万９，

０００

５９万４，

０００

７７万９，

０００

９７万９，

０００

副団長 ２２万９，

０００

３２万９，

０００

４２万９，

０００

５３万４，

０００

７０万９，

０００

９０万９，

０００

分団長 ２１万９，

０００

３１万８，

０００

４１万３，

０００

５１万３，

０００

６５万９，

０００

８４万９，

０００

副分団長 ２１万４，

０００

３０万３，

０００

３８万８，

０００

４７万８，

０００

６２万４，

０００

８０万９，

０００

部長及び班

長

２０万４，

０００

２８万３，

０００

３５万８，

０００

４３万８，

０００

５６万４，

０００

７３万４，

０００

団員 ２０万２６万４，

０００

３３万４，

０００

４０万９，

０００

５１万９，

０００

６８万９，

０００
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議案の概要

１ 改正の趣旨

この条例は、消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する法律施行令の

一部改正に伴い、長久手市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する

条例の一部を改正するものです。

（背景・目的）非常勤消防団員の処遇改善を図るため、消防団員退職報償金

の勤務年数区分に、新たに「３５年以上」の区分を追加するものです。

２ 改正の内容

⑴ 退職報償金支給額表に「３５年以上」の区分を追加すること。（別表関

係）

⑵ 所要の規定の整理を行うこと。

３ 今後の影響

条例の改正により、消防団員として３５年以上勤務して退職した者の退職

報償金が引き上げられます。

４ 附則について

⑴ この条例は、令和７年４月１日から施行するものとします。

⑵ 附則第２項に経過措置を規定するものとします。


